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COVID-19と国際教育交流

 ⼤学⾏事（卒業式、⼊学式）の中⽌等
 １学期授業の開始時期の変更
 オンライン授業
 各⼤学における対策本部等の設置、⾏動指針の策定
 学⽣・教職員の⾏動制限や⾃粛等
 国際的プログラムの中⽌・延期
 4⽉⼊学⽣の渡⽇、⼀時出国していた学⽣の帰⽇できず、帰国困難



北海道⼤学の国際教育交流への主な対応

 【3⽉16⽇】「新型コロナウイルス感染症拡⼤に伴う学⽣の海外派遣及び外国⼈留学⽣受⼊れ
における対応について（通知）」 

 国の⼊国拒否や⽔際対策に沿った対応

 【4⽉6⽇】「新型コロナウイルス感染症拡⼤に伴う学⽣の海外派遣及び外国⼈留学⽣受⼊れに
おける対応について（通知）（第2版）」
 学⽣の受⼊れ・派遣について新たな移動を伴う活動は原則⾏わない

 【6⽉22⽇】「新型コロナウイルス感染症拡⼤に伴う学⽣の海外派遣及び外国⼈留学⽣受⼊れ
における対応について（通知）（第3版）」 

 2学期の派遣は⼀定の条件を満たした場合に実施可能（本学BCPレベル１以下、外務省感染症危険情報
レベル１以下、⽔際対策の遵守等）

 学位取得課程外は⼀部を除き受⼊れ不可

北海道⼤学 外国⼈留学⽣数

 昨年度同時点から
マイナス130

 R2.10⼊学者は前年
の約52% 
（767→401暫定値）
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北海道⼤学外国⼈留学⽣数の推移

⼈数

＊毎年5⽉1⽇時点
＊「留学」以外の外国⼈学⽣は含まず



世界的な留学⽣への影響

Erasmus Student Networkによる、学⽣に対するコロナによる
影響についての調査（2020年3⽉）
 2/3が留学を継続
 51％が完全なオンライン授業

出典︓Erasmus Student Network, ‘Student Exchanges in Times of Crisis: Research Report on the 
Impact of COVID-19 on Student Exchanges in Europe’ （2020）
参考︓⼤学改⾰⽀援・学位授与機構QA UPDATES 記事「新型コロナウイルスがもたらした留学への影響
－欧州地域に留学する学⽣へのアンケート結果から」
https://qaupdates.niad.ac.jp/2020/08/13/student-exchange-esn-
corona/?utm_source=mailmag&utm_medium=email&utm_campaign=200820（2020.11.8閲覧）

世界的な留学⽣への影響ー懸念

OECDによるレポート
 学びの継続
 受⼊れ国での留学⽣の法的⾝分と安全
 学⽣の留学の価値に対する⾒⽅
 ⼗分な代替とはなり得ないオンライン授業（poor substitute）

 短期間での移⾏における学⽣・教員の対応
 国際的な体験の喪失
 就職市場へのつながりやネットワーキングの機会

出典︓Andreas Schleicher, ‘The Impact of Covid-19 on Education: Insights from Education at a 
Glance 2020’ (OECD, 2020) , pp.9-11.



オンラインでの取組（国内外）

オンラインによる海外研修・留学プログラム等
オンラインによるサマースクール（例︓ユトレヒトサマースクール）
オンライン留学フェア・説明会（例︓DAAD、British Council）
COIL型教育（Collaborative Online International Learning）
例︓世界展開⼒強化事業
（COIL型教育を活⽤した⽶国等との⼤学間交流形成⽀援︓2018年度）

国際教育に関するオンラインウェビナー、セミナー等（例︓Times 
Higher Education、JAFSA、RECSIE）

など
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北海道⼤学「留学ガイド」ウェブサイトより（⼀部学内のみ）



オンライン型教育の現状整理

学びの継続学びの継続
新たなプログ
ラムの開発・
市場開拓
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オンラインによる
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学⽣の国際移動の前提
なくなる

国際教育交流の
中⽌・延期

現場での⼯夫・
挑戦

国際的オンライン教育交流をめぐる困難

通常のオンライン授業の課題に加えて…

 時差
 ネット接続環境（国・地域）
 ⼼の健康
 その他



コロナ禍での気づき・再認識

 「体験」はできないが、提供できるものもある
 より広い学⽣への国際的な学習機会の提供
 教育提供内容・⽅法の幅広がる
 国際教育交流の問い直し
 教職協働の重要性

多くの⼤学がオンライン活⽤に関⼼

 「スーパーグローバル⼤学創成⽀援事業」及び「⼤学の世界展開⼒強化事
業」採択校に対する緊急アンケート結果（第1回）の報告

 留学⽣教育学会︓フォローアップ調査「新型コロナ流⾏と留学事業につい
て⼤学向けアンケート」（調査速報︓8⽉6⽇）
派遣・受⼊留学の「オンライン化は加速するもしくは加速させるべき」に対し、
肯定する回答が約7割

出典︓留学⽣教育学会・近藤佐知彦「新型コロナ流⾏と留学事業について⼤学向けアンケート取りまと
め」2020.8.6

https://jaise.org/data/20200806-JAISE-Rapid_Report-University-Followup-r1.pdf（2020.11.7閲覧）



出典︓中央教育審議会⼤学分科会⼤学院部会（第98回）R2.9.9 資料3 佐藤邦明「⾼等教育の国際化とコロナの影響」

https://www.mext.go.jp/content/20200924-mxt_daigakuc03-000010089_5.pdf（2020.11.7閲覧）

「スーパーグローバル
⼤学創成⽀援事業」及
び「⼤学の世界展開⼒
強化事業」採択校に対
する緊急アンケート結
果

対象50⼤学

オンライン国際教育交流の可能性

国際移動を伴う教育のレジリエンス強化国際移動を伴う教育のレジリエンス強化

国際教育へのアクセスの拡⼤国際教育へのアクセスの拡⼤

国際教育における学びの質向上と経験の厚みを増す国際教育における学びの質向上と経験の厚みを増す

＊＊＊今後の検証が必要＊＊＊



⾼等教育とりまく状況、そしてコロナ

 コロナ禍と経済的問題︓⼤学経営、学⽣・保護者の⽣活・経
済など

 デジタル・トランスフォーメーション︓オンライン授業、⼤
学発⾏証明書のデジタル化など

 Withコロナ時代のグローバル化︓地球的課題の実感、知識基
盤社会の再認識

 STEAM教育
 ⼈⽣100年時代︓⽣涯教育

⽇本社会と⼤学の
国際化

Afterコロナを⾒据えた国際教育交流へ

 ⼤学レベル
グローバル社会で⾃らの⼤学をいかに位置づけるか

 課程レベル
教育・学習経験の質保障

 プログラム／授業レベル
社会状況、資源、効果等を総合的に検討

⼤学

課程

プログラ
ム／授業



オンライン型国際教育交流での挑戦が
⾼等教育の次の進展につながることを期待して

ご静聴ありがとうございました


